
 
大学教育センター  

  

平成28年度 第２回FD講演会 
  

大学の教育力向上 
  

今、なぜアクティブラーニングか 
  

日時：平成２８年１２月１９日（月） 
１６：３０～１７：４５ 

場所：旧Ｃ棟２０１教室 
講師：国立教育政策研究所  

福本 徹 氏 
  

講演要旨 

 21世紀 知識基盤社会に求められる資質能力として、問題解決能力、自律的に学ぶ能力、そ

して共同して働くためのコミュニケーション能力や、表現力などがあげられている。本講演では、

世界的な動向から、なぜアクティブラーニングが必要とされているか、理工系大学の実態もふ

まえながら、さらに高大接続教育の観点も取り入れて、今後どのように実現すべきかについて

論じる。 
  

講師プロフィール 

大阪大学大学院基礎工学研究科物理系専攻情報工学分野修士課程修了後、キヤノン株式

会社に勤務。 東京工業大学大学院社会理工学研究科人間行動システム専攻博士課程修了、 

博士（工学）。平成17年から国立教育政策研究所教育研究情報センター研究員として勤務、

現在は研究企画開発部総括研究官。 
 

著書・翻訳書 

福本徹ほか『 国研ライブラリー1「資質・能力」』 東洋館出版社，2016年。 

OECD教育研究革新センター(編集)福本徹ほか立田慶裕・平沢安政(監訳)『学習の本質― 

研究の活用から実践へ』 明石書店，2013年。他多数。 
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